
♪ ご挨拶 
本日はご来場いただき、まことにありがとうございます。
今年 2024年は、ブルックナー生誕 200周年にあたります。そのせいかプロ・アマ問わずブルックナーを取り上げる機

会が多いようです。当団も2011年の第4番（故ゲルハルト・ボッセ氏との最期の共演でした）から2017年の第7番を経
て、交響曲の極致ともいえる巨大な第 8番に挑みます。謎めいた冒頭からすべてが合一する終止まで、90分にもおよぶ
長い旅路となりますが、同じハ短調ながら10分という短い時間に凝縮されたベートーヴェンのコリオラン序曲との対比も
あわせて、どうぞ最後までお楽しみください。
また、今回は創立 30周年を記念する演奏会でもあります。メンバーは少しずつ入れ替わりながらも、数多くの指揮者
やソリストの方々、ときには合唱の皆さんとともに、さまざまな曲にチャレンジし続けて30年、“ブルーメンフィル”として
演奏会を重ねてこれた僥倖を噛みしめながら、団員一同、節目となる今回の演奏会に臨みます。
ブルックナーの主題が円環を描くごとく、今までもこれからも音にふれる喜びをみなさまと共有できれば幸いです。 

              （団長　中川 航）

♪ ブルーメン・フィルハーモニー
1993年 8月、指揮者・寺岡清高氏の提唱により1回きりのオーケストラとして発足。同年 9月の演奏会が好評を呼び、

アマチュアとしての良さを生かしつつも、技術・音楽性の両面において一流となることを目指した常設オーケストラとして再
スタートした。
現在都内を中心に活動中。様々なオーケストラ・室内楽団体での経験豊かな社会人・学生により成り立っている。こ

れまでに指揮者として、寺岡清高、ゲルハルト・ボッセ、中田延亮、金山隆夫、伴野 剛、桑田 歩、山田和樹、森口真
司、寺本義明、堀 伝、河原哲也、大森 悠、武藤英明、角田鋼亮、阪 哲朗、新通英洋の各氏らと共演。2013年に創
立 20 周年を迎え、第 40 回記念定期演奏会では寺岡清高氏、東京オラトリオ研究会との共演でベートーヴェン「第九」
を演奏した。定期演奏会のほかにも、依頼演奏を含む 12 回の特別演奏会、「室内楽の悦楽」などを行っている。認定
NPO法人「おんがくの共同作業場」主催公演において、2016年 5月にはマーラー「交響曲第 8番」を、2018年 6月に
はヴェルディ「レクイエム」他を共演した。2023年に創立30周年の節目の年を迎えた。
「ブルーメン（BLUMEN）」とはドイツ語で「花」の意。毎回の演奏会で、舞台上に美しい花を咲かせるような、新
鮮で生気あふれる演奏がしたい、との思いからつけられた名前である。

♪ 中田 延亮
京都生まれ。筑波大学医学専門学群在学中に桐朋学園ソリスト・ディプロマコースに
入学、コントラバスを専攻する一方で指揮を学び、在学中より活動を開始する。その後
2005 年より本拠を欧州に移しウィーン市音楽院古楽科などで更に学んだ。また巨匠ジャ
ン・フルネ氏に認められ、最晩年の生徒として師事し薫陶を受ける。

07 年ブルガリアのスタラザゴラ歌劇場でヨーロッパデビュー、またドナウ交響楽団主
催の国際指揮者コンクールで第 1 位を受賞。08 年にはブラジルにおける日本人移民
100周年を記念して皇太子殿下（現 天皇陛下）ご臨席のもと、リオデジャネイロの伝統
ある市立劇場で開催された「日伯交流音楽会」に招聘されペトロブラス交響楽団を指揮
した。14年、群馬県で群馬バロックオーケストラを創設、同団とは後期バロックをレパー
トリーの中心として共に活動を続けている。

17 年に開催された Blue Danube オペラ指揮者コンクールで第 2 位入賞。現代作品
の演奏にも積極的に取り組み、アンドリス・ゼニティス（ラトヴィア）、ガブリエル・ペ
ニード（ブラジル）など各国の若い世代の作曲家から絶大な信頼を寄せられている。
これまでにラトヴィア国立交響楽団とのエストニアツアー、ポルト・アレグレ交響楽団

（ブラジル）、ブラショフ歌劇場（ルーマニア）などの海外オーケストラへの客演や、国
内のオーケストラとも数多く共演を続けている。2008‒10 年スタラザゴラ歌劇場首席客
演指揮者。
コントラバス奏者としては新日本フィルハーモニー交響楽団とバレンシア歌劇場管弦楽
団に在籍した他、オーストリア・スペインの古楽団体、室内アンサンブルの公演にも数
多く参加した。

プログラム・ノート

ベートーヴェン：序曲『コリオラン』

『楽聖』ベートーヴェン（1770-1827）が同時代に生き
たウィーンの詩人ハインリヒ・フォン・コリンによる戯曲
「コリオラン」より霊感を得、1807年に作曲した。ベート
ーヴェンは同年、交響曲第 4・5・6番、ピアノ協奏曲第
4番、ヴァイオリン協奏曲など数々の名作を生む、いわゆ
る「傑作の森」のさなかにあったが、ごく短期間に完成
されたこの演奏会用序曲もその果実のひとつと言えよう。
戯曲の原作は紀元前 5世紀に実在した共和政ローマ時
代の将軍・コリオラヌス（ドイツ語名コリオラン）の生涯
を、帝政ローマ時代のギリシア人・ブルタルコスが「対
比列伝」（英雄伝）に記したものである。若くしてローマ
軍を指揮し、コリオリの街を陥落させるなど数々の勲功に
より名声とコリオラヌス（「コリオリの勇者」）の尊称を得
た貴族出身の将軍は、のちに策謀もあり政争に敗れ、ロ
ーマから追放されてしまう。復讐のため仇敵と結び、軍
を率い祖国ローマを包囲したコリオラヌスだったが、ロー
マに残した母親と妻による嘆願により意を翻し、和議に
応じて戦陣を引き払った。その後非業の死を遂げたとい
う。己の尊厳と家族愛とのはざまでの葛藤が描かれた悲
劇である。
序曲はコリンに献呈されているが、戯曲の上演時に演
奏されることはなかったという。わずか314小節、演奏時
間10分にも満たない小品ではあるものの、古典様式を遵
守しつつもロマン派音楽を先取りする詩的表現に溢れ、
戯曲の内容がほぼそのまま描かれた作品といってよい。
交響曲第5番と同じハ短調、アレグロ・コン・ブリオ。

冒頭は全弦楽器によるハ音のみの強奏に始まる。数度の
ゲネラル・パウゼ（総休止）を経て、低音域のヴァイオ
リンとチェロにより、不安な独白を思わせるコリオランの
主題が提示される。この主題は不規則に中断され、後年
の「第九」の第一楽章を連想させる強奏が続く。やがて
ヴァイオリン、次いでクラリネットに導かれた木管楽器に
よる柔和な第二主題があらわれるが、長調に解決するこ
となく反復されると全楽器による悲痛な強奏となる。管弦
楽は標準的な二管編成ながら、それぞれ一対のトランペ
ット（ハ調 /C管）、ティンパニ（ハ音・ト音 /C・G）と
ホルン（変ホ調 /Es管）の組み合わせからは長和音が得
られることはない。ゲネラル・パウゼの多用が劇的効果
を高め、強弱音の対比もこれを際立たせる。第一主題の
動機はチェロによる無窮動的な伴奏に変容し、これを従
えたヴァイオリンにより展開されるが、1本のファゴットが
添えられることで緊張は高められる。再度あらわれる第
二主題にはわずかに平穏な気配もみられるものの、戯曲
の筋書き通り救いはまったく訪れず、「コリオラン」の主
題は次第に力を失っていく。結尾は弦楽器のピチカート
により、息を引き取るかの如く閉じられる。　  （Tp. I.T.）

ブルックナー：交響曲第8番

ブルックナーは1824年にオーストリアのリンツ近郊のア
ンスフェルデンに生まれ、1896年にウィーンで没した。
若くして生地の近郊にあるザンクト・フローリアン教会や
リンツ大聖堂でオルガンの名手として活躍する傍ら作曲
を行っていたが、交響曲の作曲に取り組んだのは40歳を
迎える頃だった。交響曲作家としては遅咲きではあった
が、生涯で 11曲の交響曲を書き（最初の 2曲は番号が
ついていない）、宗教的・オルガン的な響きを特徴とした
唯一無二の作品たちを遺した。これらの特徴は、オルガ
ニストとしての経験と、彼自身が敬虔なカトリック信者で
あったことと無縁ではないだろう。また、彼の交響曲が
人間的な生 し々さよりも人知を超えたものに対する無垢な
畏敬の念を表しているように感じさせるのは、彼の純朴な
性格に由来するのだろう。ちなみに、純朴すぎる性格が
災いしたのか、晩年に至るまでに何人もの若い女性に求
婚するもいずれも断られ、生涯独身であった。また、並
外れた大酒飲みとしても知られており、この酒好きが晩
年の病気の遠因という説もある（最後の交響曲が未完に
終わったのが酒のせいだとしたら悲しい限りだ）。
これは筆者の思い込みによるところが多分にあるかもし
れないが、アマチュアオーケストラ奏者同士で「どの作
曲家が好きか」という会話をしているときに「ブルックナ
ーが好き」と答えると、大概の場合ある種の独特な反応
が返ってくるように思う。特に、筆者のように弦楽器奏者
がブルックナー好きを表明する場合は、「へぇぇ、弦なの
にブルックナー好きなんだ？」というような反応を受ける
ことがしばしばある。ブルックナーの交響曲というと、
「長い」「重い」「弦楽器はトレモロ（同じ音を連続して小
刻みに弾くこと）ばっかりで、おいしいところは金管でし
ょ？」などと言われることが多く、何となく敬遠している
人も多そうである。確かに、ブルックナーの交響曲はど
れも演奏時間が長く曲想も重厚であり、聞き進めるには
それなりの忍耐が必要である。また、ほかの作曲家の作
品に比べれば弦楽器のトレモロが多い（=腕が非常に疲
れる）のも事実だ。しかし、随所にちりばめられた魅惑
的な旋律（金管だけではなく、もちろん弦楽器もたくさ
ん受け持っている）や、石造りの教会に反響するオルガ
ンや薄暗い堂内でひときわ光彩を放つステンドグラスを思
わせる響きに虚心に耳を傾ければ、ブルックナーの作品
の尽きせぬ魅力に気づくことだろう。
本日演奏する交響曲第 8番は、彼の交響曲の中でも傑

作中の傑作である。本作品は、ブルックナーが 60歳にな
ろうとする1884年7月から作曲が開始され、3年後の8月
10日にひとまずの完成を見せる（第 1稿）。「ひとまずの」
とは、交響曲第7番も指揮したブルックナーのよき理解者
である指揮者のヘルマン・レーヴィに総譜を送るも、「演
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奏不能」と判断されたことを受けて改訂を行ったためであ
る。信頼するレーヴィからの拒絶はブルックナーに深刻
な精神的危機をもたらし、一時は自殺も考えたようであ
る。しかしブルックナーはこれを乗り越えて1890年の3月
10日改訂作業を終え（第 2稿）、皇帝フランツ・ヨーゼ
フ 1世に作品を献呈した。本作品が作曲されたのは、前
作の交響曲第 7番が大成功となり交響曲作家として確固
たる地位を築きつつあった時期であるが、同時にブルック
ナーが自身の健康問題に向き合い、死をも意識するよう
になった時期でもある。この作品には自身の世俗的な栄
光を投影するというよりもむしろ、生と死に対する省察や
神による救済といったことをテーマにしているように思う。
本作品は 3管編成の採用やハープの使用など、ブルッ

クナー作品の中でもとりわけ巨大な編成となっている。こ
うした大編成が生み出す魅力的な旋律・響きもさること
ながら、本作品を偉大な交響曲たらしめているのは、陰
鬱な第 1楽章から始まり第 2楽章の熱狂、第 3楽章の瞑
想を経て、フィナーレにおいてそれまでのすべてが統合さ
れるという楽曲構成によるところが大きいだろう。こうし
た構成はベートーヴェンの「第九」に通ずるものがあり、
実際ブルックナーは「第九」を強く意識していたことは間
違いない。しかし、「第九」では終楽章においてそれま
での楽章を否定し、有名な「歓喜の主題」に至るのに対
して、ブルックナーの第 8においては曲の最後でそれまで
の楽章を統合するというかたちで大団円を迎えるという点
で大きく異なる。終楽章のこの大団円に至るまでは長い
長い道のりであるが、ぜひともオーケストラとともにその
道程を楽しんでいただきたい。
なお、この交響曲のようにブルックナーは完成した自分
の作品に後から手を加えることが度々あり、同じ曲でも
複数の稿が存在する場合がある。さらに、ブルックナー
の死後に新旧 2つのブルックナー全集が刊行され、それ
ぞれに特色があることから、ブルックナーの交響曲を演
奏する際に「どの楽譜を使うか？」ということは厄介な問
題である（ちなみに、第 3次全集版の刊行に向けた作業
が現在進行中である）。第1稿と第2稿、および旧全集版
と新全集版の差異については紙幅の都合で割愛するが、
本日の演奏で使用するのは、第2稿に基づきながらも第1
稿の要素も多く取り入れた校訂版である旧全集版（いわ
ゆる「ハース版」）である。
　
第1楽章　Allegro moderato　ハ短調　2分の2拍子

3つの主題を持つソナタ形式。ブルックナーは、この作
品を演奏することを請け負っていた指揮者のヴァインガル
トナーに宛てた1891年1月27日付の手紙で、第1楽章に
ついて以下のように述べている。「主題のリズムからなるト
ランペットとホルンの楽節は〈死の告知〉です。これは
徐々に散発的に強くなってゆき、ついに非常に強い音で
現れます。最後の部分は〈あきらめ〉です。」（この書簡

は本作品の初演の機会を作るべくどうにか作品を理解し
てもらうために書かれたという側面があり、手紙で述べら
れているコンセプトは必ずしも本作品の作曲に先立って固
められていたものではないことには留意すべきだが、楽曲
理解の一助にはなろう。ちなみに、ヴァインガルトナーは
結局ブルックナーの存命中にはこの曲を指揮しておらず、
初演はハンス・リヒターの指揮で行われた。）
曲はヴァイオリンの静かなトレモロとホルンのユニゾン
で始まり、ヴィオラ以下の弦楽器に重苦しい第 1主題が現
れる（譜例1）。この第1主題のリズム・動機は全曲を構
成する上で支配的な要素となっているため、是非とも耳
に焼き付けて聞き進めていただきたい。なお、本主題は
ベートーヴェンの「第九」冒頭の動機（譜例 2）と、極
めて似たリズムを持っている。第1主題と対照的に温かみ
を感じさせる叙情的な第 2主題は、いわゆる「ブルック
ナーリズム」と呼ばれる音型でバイオリンに現れ（譜例
3）、第 3主題は弦楽器のピッツィカートを伴奏に管楽器
で示される。クライマックスでは金管楽器群によってハ音
の〈死の告知〉が繰り返された後、不気味な静寂が訪
れ、第1主題が消え入るような形で第1楽章を締めくくる。

第2楽章　スケルツォ　Allegro moderato　ハ短調
　4分の3拍子
主部 -トリオ -主部の三部形式。先に述べたヴァインガ

ルトナー宛ての手紙で「主要主題は、ドイツのミヒェルと
名付けました。第二の部分で、この男は眠ろうとします。
そして夢の中で彼は自身の歌を見つけることができませ
ん。ついにこの歌は、嘆きつつ自らを転回させます。」と
述べている。曲はヴァイオリンのトレモロで始まり、ヴィオ
ラとチェロがいささかごつごつした感じの主題を提示する
（譜例 4）。壮大なフィナーレをより一層堪能するために、
この主題もぜひ耳に焼き付けていただきたい。
トリオはスケルツォに比べてゆったりとした曲想であり、
転調を繰り返しながら幸福や祈りの中を漂い、静かに終
わる。トリオ終了後はスケルツォ主部を繰り返し、第 2楽
章を締めくくる。

第3楽章　アダージョ　変ニ長調　4分の4拍子
ただただ美しい楽章。“Feierlich langsam, doch nicht 

schleppend（荘重にゆっくりと、しかし引きずらないよう
に）”という指示がある。ブルックナーの交響曲の中で最
も美しい楽章ではないだろうか。この長大な緩徐楽章を
3楽章に据え、スケルツォを第 2楽章に配置するという構
成は本作品が「第九」を意識していることの証左とも考え
られるが、作品の重心を楽曲全体の後半に据えることで
フィナーレの高揚をより効果的なものにするという楽曲構
成上の狙いも大きかったものと考えられる。
曲はさざ波を思わせる弦の音型に始まり、それに乗っ
て第1主題 の主要旋律（譜例 5）が第1ヴァイオリンによ

って提示される。こちらもフィナーレで統合される重要な
主題である。その後チェロやテノール・チューバなどに主
要な楽句が現れ、何度も音楽が高潮していく。シンバル
を伴う最後の頂点の後、穏やかな雰囲気となり、別れを
惜しむかのように静かに曲を閉じる。

第4楽章　フィナーレ　ハ短調　2分の2拍子
“Feierlich, nicht schnell（荘重に、早くなく）”との
指示があり、ソナタ形式で書かれている。さまざまな解
釈がありえるが、ブルックナー自身はこの楽章について前
述のヴァインガルトナーあての手紙において「私たちの皇
帝は、当時オルミュッツでツァール［ロシアの皇帝］の訪
問を受けました。それゆえ弦はコサック兵の騎行を、金
管は軍楽を、トランペットは両陛下が会見するときのファ
ンファーレを描いています。最後にすべての主題が（滑
稽ですが）タンホイザーの第2幕で王が登場するときのよ
うに、ドイツのミヒェルが彼の旅から帰ってくるとき、い
っさいのものがすでに輝きのうちにあります。フィナーレ

では、死者の行進もあり、それから（金管の）変容があ
ります」と述べている。
静かに瞑想的な雰囲気で終わった前楽章と対照的に、

強烈なエネルギーとともに曲は開始される。弦の激しいリ
ズムの上に金管楽器が第 1主題（譜例 6）を奏し、次い
でコラール風の第 2主題、薄暗い雰囲気のな第 3主題が
提示される。荒 し々い「死の行進」などを経て、ようや
く壮大かつ圧倒的な威容を誇るコーダに至る。まずホル
ンが本楽章第 1主題の動機を奏し、高揚していくとホル
ンによって第 2楽章のスケルツォ主題（譜例 4）が現れ
る。やがてハ長調で、全4楽章の4つの主題の音形が重
ね合わされる。第 1楽章の主題（譜例 1）はファゴット、
第 4ホルン、トロンボーン、バス・チューバ、低弦が、
第 2楽章の主題（譜例 4）はフルート・クラリネット・第
1トランペットが、第3楽章の主題（譜例 5）は第1・第2
ホルンが奏している。これらに第 4楽章の主題要素（譜
例6）が重ね合わされ、全曲を力強く締めくくる。

（Vc. M.Y.）

♪ 今後のスケジュール

・室内楽演奏会
　2024年6月2日（日）  午後
　軽井沢大賀ホール
　　詳細未定

・第55回 定期演奏会
　2024年9月29日（日）  14時開演
　杉並公会堂 大ホール
　指揮 出口大地
　　ベートーヴェン
 交響曲 第4番 変ロ長調
 交響曲 第3番 変ホ長調「英雄」

・第56回 定期演奏会
　2025年1月19日（日）  昼公演
　杉並公会堂 大ホール
　　詳細未定

譜例1

譜例2

譜例3

譜例4

譜例5

譜例6



奏不能」と判断されたことを受けて改訂を行ったためであ
る。信頼するレーヴィからの拒絶はブルックナーに深刻
な精神的危機をもたらし、一時は自殺も考えたようであ
る。しかしブルックナーはこれを乗り越えて1890年の3月
10日改訂作業を終え（第 2稿）、皇帝フランツ・ヨーゼ
フ 1世に作品を献呈した。本作品が作曲されたのは、前
作の交響曲第 7番が大成功となり交響曲作家として確固
たる地位を築きつつあった時期であるが、同時にブルック
ナーが自身の健康問題に向き合い、死をも意識するよう
になった時期でもある。この作品には自身の世俗的な栄
光を投影するというよりもむしろ、生と死に対する省察や
神による救済といったことをテーマにしているように思う。
本作品は 3管編成の採用やハープの使用など、ブルッ

クナー作品の中でもとりわけ巨大な編成となっている。こ
うした大編成が生み出す魅力的な旋律・響きもさること
ながら、本作品を偉大な交響曲たらしめているのは、陰
鬱な第 1楽章から始まり第 2楽章の熱狂、第 3楽章の瞑
想を経て、フィナーレにおいてそれまでのすべてが統合さ
れるという楽曲構成によるところが大きいだろう。こうし
た構成はベートーヴェンの「第九」に通ずるものがあり、
実際ブルックナーは「第九」を強く意識していたことは間
違いない。しかし、「第九」では終楽章においてそれま
での楽章を否定し、有名な「歓喜の主題」に至るのに対
して、ブルックナーの第 8においては曲の最後でそれまで
の楽章を統合するというかたちで大団円を迎えるという点
で大きく異なる。終楽章のこの大団円に至るまでは長い
長い道のりであるが、ぜひともオーケストラとともにその
道程を楽しんでいただきたい。
なお、この交響曲のようにブルックナーは完成した自分

の作品に後から手を加えることが度々あり、同じ曲でも
複数の稿が存在する場合がある。さらに、ブルックナー
の死後に新旧 2つのブルックナー全集が刊行され、それ
ぞれに特色があることから、ブルックナーの交響曲を演
奏する際に「どの楽譜を使うか？」ということは厄介な問
題である（ちなみに、第 3次全集版の刊行に向けた作業
が現在進行中である）。第1稿と第2稿、および旧全集版
と新全集版の差異については紙幅の都合で割愛するが、
本日の演奏で使用するのは、第2稿に基づきながらも第1
稿の要素も多く取り入れた校訂版である旧全集版（いわ
ゆる「ハース版」）である。
　
第1楽章　Allegro moderato　ハ短調　2分の2拍子

3つの主題を持つソナタ形式。ブルックナーは、この作
品を演奏することを請け負っていた指揮者のヴァインガル
トナーに宛てた1891年1月27日付の手紙で、第1楽章に
ついて以下のように述べている。「主題のリズムからなるト
ランペットとホルンの楽節は〈死の告知〉です。これは
徐々に散発的に強くなってゆき、ついに非常に強い音で
現れます。最後の部分は〈あきらめ〉です。」（この書簡

は本作品の初演の機会を作るべくどうにか作品を理解し
てもらうために書かれたという側面があり、手紙で述べら
れているコンセプトは必ずしも本作品の作曲に先立って固
められていたものではないことには留意すべきだが、楽曲
理解の一助にはなろう。ちなみに、ヴァインガルトナーは
結局ブルックナーの存命中にはこの曲を指揮しておらず、
初演はハンス・リヒターの指揮で行われた。）
曲はヴァイオリンの静かなトレモロとホルンのユニゾン
で始まり、ヴィオラ以下の弦楽器に重苦しい第 1主題が現
れる（譜例1）。この第1主題のリズム・動機は全曲を構
成する上で支配的な要素となっているため、是非とも耳
に焼き付けて聞き進めていただきたい。なお、本主題は
ベートーヴェンの「第九」冒頭の動機（譜例 2）と、極
めて似たリズムを持っている。第1主題と対照的に温かみ
を感じさせる叙情的な第 2主題は、いわゆる「ブルック
ナーリズム」と呼ばれる音型でバイオリンに現れ（譜例
3）、第 3主題は弦楽器のピッツィカートを伴奏に管楽器
で示される。クライマックスでは金管楽器群によってハ音
の〈死の告知〉が繰り返された後、不気味な静寂が訪
れ、第1主題が消え入るような形で第1楽章を締めくくる。

第2楽章　スケルツォ　Allegro moderato　ハ短調
　4分の3拍子
主部 -トリオ -主部の三部形式。先に述べたヴァインガ

ルトナー宛ての手紙で「主要主題は、ドイツのミヒェルと
名付けました。第二の部分で、この男は眠ろうとします。
そして夢の中で彼は自身の歌を見つけることができませ
ん。ついにこの歌は、嘆きつつ自らを転回させます。」と
述べている。曲はヴァイオリンのトレモロで始まり、ヴィオ
ラとチェロがいささかごつごつした感じの主題を提示する
（譜例 4）。壮大なフィナーレをより一層堪能するために、
この主題もぜひ耳に焼き付けていただきたい。
トリオはスケルツォに比べてゆったりとした曲想であり、
転調を繰り返しながら幸福や祈りの中を漂い、静かに終
わる。トリオ終了後はスケルツォ主部を繰り返し、第 2楽
章を締めくくる。

第3楽章　アダージョ　変ニ長調　4分の4拍子
ただただ美しい楽章。“Feierlich langsam, doch nicht 

schleppend（荘重にゆっくりと、しかし引きずらないよう
に）”という指示がある。ブルックナーの交響曲の中で最
も美しい楽章ではないだろうか。この長大な緩徐楽章を
3楽章に据え、スケルツォを第 2楽章に配置するという構
成は本作品が「第九」を意識していることの証左とも考え
られるが、作品の重心を楽曲全体の後半に据えることで
フィナーレの高揚をより効果的なものにするという楽曲構
成上の狙いも大きかったものと考えられる。
曲はさざ波を思わせる弦の音型に始まり、それに乗っ
て第1主題 の主要旋律（譜例 5）が第1ヴァイオリンによ

って提示される。こちらもフィナーレで統合される重要な
主題である。その後チェロやテノール・チューバなどに主
要な楽句が現れ、何度も音楽が高潮していく。シンバル
を伴う最後の頂点の後、穏やかな雰囲気となり、別れを
惜しむかのように静かに曲を閉じる。

第4楽章　フィナーレ　ハ短調　2分の2拍子
“Feierlich, nicht schnell（荘重に、早くなく）”との
指示があり、ソナタ形式で書かれている。さまざまな解
釈がありえるが、ブルックナー自身はこの楽章について前
述のヴァインガルトナーあての手紙において「私たちの皇
帝は、当時オルミュッツでツァール［ロシアの皇帝］の訪
問を受けました。それゆえ弦はコサック兵の騎行を、金
管は軍楽を、トランペットは両陛下が会見するときのファ
ンファーレを描いています。最後にすべての主題が（滑
稽ですが）タンホイザーの第2幕で王が登場するときのよ
うに、ドイツのミヒェルが彼の旅から帰ってくるとき、い
っさいのものがすでに輝きのうちにあります。フィナーレ

では、死者の行進もあり、それから（金管の）変容があ
ります」と述べている。
静かに瞑想的な雰囲気で終わった前楽章と対照的に、
強烈なエネルギーとともに曲は開始される。弦の激しいリ
ズムの上に金管楽器が第 1主題（譜例 6）を奏し、次い
でコラール風の第 2主題、薄暗い雰囲気のな第 3主題が
提示される。荒 し々い「死の行進」などを経て、ようや
く壮大かつ圧倒的な威容を誇るコーダに至る。まずホル
ンが本楽章第 1主題の動機を奏し、高揚していくとホル
ンによって第 2楽章のスケルツォ主題（譜例 4）が現れ
る。やがてハ長調で、全4楽章の4つの主題の音形が重
ね合わされる。第 1楽章の主題（譜例 1）はファゴット、
第 4ホルン、トロンボーン、バス・チューバ、低弦が、
第 2楽章の主題（譜例 4）はフルート・クラリネット・第
1トランペットが、第3楽章の主題（譜例 5）は第1・第2
ホルンが奏している。これらに第 4楽章の主題要素（譜
例6）が重ね合わされ、全曲を力強く締めくくる。

（Vc. M.Y.）

♪ 今後のスケジュール

・室内楽演奏会
　2024年6月2日（日）  午後
　軽井沢大賀ホール
　　詳細未定

・第55回 定期演奏会
　2024年9月29日（日）  14時開演
　杉並公会堂 大ホール
　指揮 出口大地
　　ベートーヴェン
 交響曲 第4番 変ロ長調
 交響曲 第3番 変ホ長調「英雄」

・第56回 定期演奏会
　2025年1月19日（日）  昼公演
　杉並公会堂 大ホール
　　詳細未定
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